
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2:  多視点から物事をとらえることの重要性を、わかってもらえたと考える。また新聞を読むことは、自己表現力を磨くために良い教材であることを再確認した。今後は教える側・教わる側双方がもっと楽しめるような展開を考え、ＮＩＥ教材のバリエーションを増やし工夫していきたいと思う。
	TextField2: 　ディクテーションには戸惑っている生徒もいたが、繰り返すことで作業にも慣れた様子だった。語学学習や実社会に出てから役に立つ能力だったとの意見もあった。
	TextField2: ①　山上憶良の「貧窮問答歌」を口語訳する　②　現代における「貧困」の事例をあげる③　新聞記事を音読し、要点をメモにまとめさせる（ディクテーション）。④　記事に出てくる用語を理解する⑤　「経済成長で貧困はなくなるか」をテーマに、自分の考えをまとめる。（留意点）　・ゆっくり、ていねいに作業すること。　・よく考えること。　・一つの視点にとらわれすぎないこと。
	TextField2: 　平成２２年度シラバスにしたがって２時間で実施。
	TextField2: 　自分の考えを、わかりやすく表現できているか（第三者にも説明できる内容か）。　いろいろな角度から物事を捉えることができているか（偏った見方にとらわれていないか）。
	TextField2: 　奈良時代の困窮した農民生活の実情を知ったうえで、「ワーキングプア」など現代の貧困と呼ばれる現象を考え、その原因や解決策を表現できることを目的とする。
	TextField2: 　「奈良時代の農民」
	TextField2: 　日本史B・１１７名　
	TextField2: 　2学年
	TextField2: 　浦川　雅智
	TextField2: 　北海道苫小牧西高等学校
	TextField1: 　古代と現代の「貧困」を考える



